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Question

あなたにとって，

バスケットボールを通じて

⼦どもが成⻑したなぁと感じたとき

良かったなぁと感じたとき

どのようなときでしょうか
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Topics
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ライフスキルとバスケットボール

経済産業省
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プレーヤーズ・センタード
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プレーヤーズ・センタード ポジティブスパイラル
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能⼒と⼒の発揮，成功か︖
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能⼒と⼒の発揮，成功か︖
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能⼒と⼒の発揮，成功か︖

具体的な目標設定 + 全力で取り組む
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なりえる最⾼の⾃分になるための⽬標設定

将来の夢
本⽥ 圭佑

ぼくは⼤⼈になったら、世界⼀のサッカー選⼿になりたいと⾔うよりなる。 
世界⼀になるには、世界⼀練習しないとダメだ。だから、今、ぼくはガンバッ
ている。今はヘタだけれどガンバッて必ず世界⼀になる。

そして、世界⼀になったら、⼤⾦持ちになって親孝⾏する。

Ｗカップで有名になって、ぼくは外国から呼ばれてヨーロッパのセリエAに⼊
団します。そしてレギュラーになって10番で活躍します。⼀年間の給料は40
億円はほしいです。プーマとけいやくしてスパイクやジャンバーを作り、世界
中の⼈が、このぼくが作ったスパイクやジャンバーを買って⾏ってくれること
を夢みている。

⼀⽅、世界中のみんなが注⽬し、世界中で⼀番さわぐ4年に⼀度のWカップに
出場します。セリエAで活躍しているぼくは、⽇本に帰りミーティングをし10
番をもらってチームの看板です。ブラジルと決勝戦をし2対1でブラジルを破
りたいです。この得点も兄と⼒を合わせ、世界の強ゴウをうまくかわし、いい
パスをだし合って得点を⼊れることが、ぼくの夢です。
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なりえる最⾼の⾃分になるための⽬標設定
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どちらが評価されるべき︖
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プロセス（過程）を評価することが⼤切
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・４００⼈の5年⽣を２つのグループに分ける。

易しいIQテストの後に「結果＝知性」または「課程＝努⼒」を褒める

67％が易しいテスト 92％が難しいテスト

イライラする ⼀所懸命、楽しむ

早く諦める ⻑く取り組む

マイナス20％ プラス30％

「努⼒＝過程」を褒めことが有効

【結果（知性）を褒めた】 【課程（努⼒）を褒めた】

次に選択するテスト

⾮常に難しいテストを
解かせると

最初と同じ程の易しい
テストを解かせると

何を褒めるのか︖

適切なタイミングで褒める
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育成環境について

環境ポジティブな環境が重要
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⼦どもの成⻑期と⾝体発育速度
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中学⽣の発育特徴とバスケットボール

コーディネーション力
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JBA育成の考え⽅
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育成の視点から考える⽅針
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育成の視点から考える⽅針

バランスが重要

内⾯的成⻑
（⼼︓精神）

外⾯的成⻑
（体︓外⾒）
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Ⅰ．⼈間⼒向上に寄与できるバスケットボール育成

⇒ 主体性

⇒ 規範意識

健全︓⼼⾝が正常に働き，健康であること
考え⽅や⾏動が偏らず調和がとれていること

⇒ 社会的適応⼒



22

Ⅰ．⼈間⼒向上に寄与できるバスケットボール育成

３．スポーツで⼈間⼒向上を⽬指す

１）「⼈間⼒なくして競技⼒向上なし」（JOC）

試合までの過程において「努⼒」「忍耐」が求められるのがスポーツ

⇒ Try ＆ Err0r 

挫折の経験が成長を促す
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全ての⼦どもが楽しめる環境の構築

アタッチメント︓愛着

Ⅱ．全ての選⼿がレベルやニーズに応じて楽しめる環境つくり

⼦どもの沈黙には，理由がある

⼦どもの⼩さな変化を⾒逃さない
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保護者アンケート

■ 保護者の捉え⽅

・試合中や練習中の暴⼒に問題あると回答（全体の約10％）

⇒ ⼦どもは，楽しんでいる，成⻑している 約８％

・試合中や練習中の暴⾔に問題あると回答（全体の約30％）

⇒ ⼦どもは，楽しんでいる，成⻑している 約30％

保護者は，試合での勝利や技術の向上のために暴⾔暴⼒に耐えることを
楽しさや成⻑と捉え、容認しているのではないかと考えられる．
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保護者アンケート

＜保護者＞

・試合中に応援席からプレーに対して指⽰する保護者
⇒  58.8 % (よくある18.8％、たまにある40.0％）

・チームメイト、コーチなどに対して
感情的な⾔葉や不適切な⾔葉を投げかける保護者
⇒ 22.4% (いる7.2％、たまにいる15.2％)

保護者が，チームを潰している
保護者が，コーチを潰している

保護者が，⼦ども成⻑を⽌めている

保護者がバスケットボール環境に悪影響を与えている
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Ⅱ．全ての選⼿がレベルやニーズに応じて楽しめる環境つくり

近年の⼦どもたちの特徴と環境の変化

１．対⼈関係や対社会関係能⼒が低下

・他者と関わろうとする感情が乏しい
・気の合った仲間だけで社会を作り⾃分たち以外の社会に関⼼を⽰さない

２．社会や他⼈に対して，きちんと認識や感覚を育めていない

・他者の存在を⼤切なもの（意味のあるもの）と感じていない
・⼈は，様々な他者（社会）の恩恵があって⽣きていると感じていない

３．他者の存在は，⾃分の欲求を達成する際の障害と感じている

４．価値観の多様性も認める社会，環境の変化への対応

・チームコンセプトと個々の意向の⼀致
・多様な⼦どもたち（発達障がいのある児童︓8.8％/1クラス）
・少⼦化

環境の変化

社会・他者との関り

利他の心

利己的感覚

様々な体験 や ⼼の交流 が必要
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Ⅱ．全ての選⼿がレベルやニーズに応じて楽しめる環境つくり

・主体性を育む教育

・スポーツマンシップ教育（リスペクト，フェアプレー精神）

・インテグリティ教育（暴⾔暴⼒ハラスメントの根絶）

豊かな感情や社会規範を育む

バスケットボール活動
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全ての⼤⼈（アントラージュ）で

⼦どもたちの未来のために

最⾼のバスケットボール環境を

築きましょう︕

Ⅱ．全ての選⼿がレベルやニーズに応じて楽しめる環境つくり
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FIN

ご清聴 ありがとうございました．

JBAユース育成部会

村上佳司

keishi@andrew-edu.ac.jp


